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ダウケミカル社と信越化学とのパートナーシップは半世紀に

～原料供給契約を延長～　
信越化学工業株式会社（本社：東京、社長：金川千尋）の100％子会社である米国のシンテック社は、ダウケミカル社との間で原料調達の長期契約を更新することで合意。両者は、他に例のない半世紀を越えるパートナーシップに向け、更に絆を強化することになった。

ダウケミカル社と信越化学の関係は、1969年に信越化学が中米ニカラグアで塩化ビニル樹脂（以下「塩ビ」）製造事業を開始した際、その原料である塩化ビニルモノマーをダウケミカルから調達したときに遡る。その後、信越化学は米国に塩ビ製造メーカーであるシンテック社を設立。1974年にシンテック社が操業を開始して以来、塩ビの原料となる塩化ビニルモノマーの大部分を長期契約に基づき、ダウケミカルから安定的に供給を受けてきている。
シンテック社は年産10万トンの能力で塩ビ事業を開始。その後、極めて競争の激しい米国塩ビ市場において、市況の動向を正確に見極め10回以上の大増設を敢行。その間、一貫してフル生産・フル販売を継続し、現在は、生産能力はテキサス州とルイジアナ州の両工場を合わせて年間200万トンと20倍まで拡張し、米国最大のメーカーに成長した。
米国には、塩化ビニル樹脂の基礎原料となる天然ガス、塩が豊富に埋蔵され、それと共に人口3億人を超える一大消費地となっている。この米国におけるシンテックの塩ビ生産は、米国内の需要に応えるだけではなく、大規模な袋詰め能力を擁して世界中の需要増加に応ずる生産基地として、世界の需要家に敏速に良品質の塩ビを納入している。

今後も堅調な伸びが見込まれる世界の塩ビ需要に応じていくために、シンテック社は最良の原料手当てをすべく取り組んできているが、昨年の発表の自前の原料生産計画と今回のダウとの契約更新はその一環。現在建設工事を進めているルイジアナ州での塩からの一貫工場では、シンテック社独自の判断で原料からの増設が自由に行うことが可能となる。シンテック社は原料調達の多様化を進め、その強みを最大限に生かして、今後も北米及び全世界の市場を相手に販売を増やしていく。
以　上


この件に関するお問い合わせは

信越化学工業株式会社　広報部　中村、小石川

Tel: 03-3246-5091　FAX: 03-3246-5096
e-mail：sec-pr@shinetsu.jpまでお願いいたします　
（ご参考）シンテック社について：

・設立：1973年

・生産開始：1974年

・本社：米国、テキサス州、ヒューストン

・社長：金川千尋（信越化学工業社長）

・工場：

（現在）

　　テキサス州フリーポート工場：　　　　　　 １４５万トン／年

　 ルイジアナ州アディス工場　：　 　　　　　　５９万トン／年

　　　　　　　　　 計　　　　　　　　　　　　　　　　２０４万トン／年

（建設中）

ルイジアナ州プラクミン工場：　

（電解、モノマー、ＰＶＣ一貫工場）

　　一期工事（本年5月完成予定）　　　　　　 ３０万トン／年

二期工事（一期完成後引き続き工事予定）３０万トン／年

　　（第一期は３０万トン／年、電解・モノマー・ポリマー一貫工場）

　　　　　   建設完了後　計　　　　　　　　　　２６４万トン／年

・業績：2006年暦年、売上2512億円、経常利益437億円

　　　　2007年上半期、売上1143億円、経常利益161億円

・米国でのＰＶＣシェア：約３０％でトップシェア

・なお信越化学は米国、日本、欧州の世界3極でＰＶＣの生産を行って

いる世界最大の塩ビメーカー、現在の年産能力合計324万トン

以上
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